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 1 研究目的 :胃癌に対する外科的療法には限界があるため, 近年手術療法に放射線および癌化
 学療法を併用 し遠 隔成績の向上 をはかるた めの努 力が准され てい る。 胃癌の 術 前照射療法の目的
 は 主腫瘍の生活力を低下させ, 手術時の 癌細胞の腹膜播種, 血行性, リンパ行性転移を阻止する
 ことな どにある。 教室では196 2年 より 7年間に胃癌に対 し術 前照射療法を施行 し, 139例
 の 5年経過例 を得たので遠隔成績を中心に病 理組織学的面から術 前照射の効果を検討 した。
 皿 対 象および 方法 :術前照射 20 2例中切除170例を 研究対象と した。 手術 単独501例中
 切除 39 1例を対照群と し比較検討 した。 照射方法は 6叱。 を用い, 総病巣線量は約2000R
 で あ つた。
 皿 検 索成 績 : 1.手術成績, 1)切除率:照射群86%, 対照群79%と照射群で良好であった。
 早期胃癌は照射群では 9例 ( 4.5% )であるの に対 し対照群では 141例 (29%)と多 く, 進
 行胃癌のみの切除率は照射群85%, 対照群7 1. 2%と照射群 が高 率であった。 2 )直接死亡率
 :死亡例は照射群 では1 2例 7拓 に対 し対照群では23例 5、9%と ほぼ同率であった。 2.遠隔成
 績, 5年生存率は 照射群5 0. 3%, 対照群4 9,8%と ほぼ同率であった。 しか し進行胃癌の みに
 ついてみる と対 照群の 5年生存率 3 5、 6%に対 し, 照射群 では 4 9. 2%ときわめて 良好であった。
 1)St age別 遠隔成 績:照射群 の遠隔成績はい づれ のStage にかいても良好であ つた。 すな
 わち5年生存率をみる とSt ヨ は照射群24例では 9 5. 8%, 対 照群16 4例では8 7、3%,
 St 一五 は 照射群35例では 8 5・ 5%, 対 照群7 2例では 5 9・5%, St一皿は照射群83例で
 は2 8.7拓, 対照群 93例 では1 7.8%であ つた。 St- IV では 照射群16例の5年生存率
 1 2. 5%に対 し対 照群 39例の 5年生存例はなか つた。 左むStage IL 皿では 5%の危険率で
 有意差を認めた。 2 )各因子別 遠隔成績 :i )肉 眼的 腹膜播種 (P-f ac tor):Po, Pl, P2
 各群の 5年生存率は照射群, 対照群とも差は認められなかった。 ii )肉眼的肝転移(H-f ac一
 七〇r):肝転移の認められた症例は予後不 良で, 両群ともいづれも4ケ月から 1年6ケ月以内に
 死亡 した。 m )組織学的リ ンバ節転移(n-f ac tor) :nα n 1, n2では両 群とも 5年生存率
 に大きな差は認められなかった。 n 3で は両群とも5年生存例は左かつた。 iv )深達産別 :深達
 度m, sm診よびp m例の5年生 存率は照射群でやや 良好であった。 漿膜層浸潤例の 5年生存率
 は照射群の so6例では8 3.3%, 対照群1 6例では6 2・5%であった。 s 1では照射群19例
 では 8 8. 9%, 対 照群 34例では 48%と照射群 で著 しく高 率を示 した。 またs2でも照射 群
 95例では 27.2%に対 し対 照群108例では1 3.1%と 照射群が良好であった。 s3は両群と
 も5年生存例はなかった。 V )漿 膜面 癌侵 襲態度 :s 2を 癌細胞の漿膜面非露出例と露出例に分
 け, 露出例をさ らに軽度, 高度露出 に分類した。 5年生存率 では 照射群の非露出27例では
 5 5.3%に対 し対照群30例では4 4. 2%と照射群でやや良好で あった。 対照群の軽度, 高度露
 出例とも 5年生存例がみ られないの に対 し照射群では軽度1 9例では3 6、 4拓, 高度49例では
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 8.7 %の 5年生存率を示 した。 3,組織学的 照射 効果: 1)主腫瘍の効果:組織学的 照射効果は滝
 沢の 分類を基準と して 3群に分けた。 著効 (X3 )は5 5例3 2.4弱, 有効 (X2)は8 8例
 5 1.7拓, 軽度効果(Xl )は27例1 5. 9拓であり大部分の例に照射効果が得られた。 2 )主
 腫瘍 にかける照射効果別 5年生存率:5年生存率をみるとX 3は70拓, X 2は 4 0.9弱, X1
 は3 9.1 %で照射効果大なる ものほ ど予後 良好 で あった。 3 )漿膜層の 照射 効果と 5年生存率 :
 漿膜層 にま で浸潤の及んだ症例に ついて5年生存 率を み・ ると, X3 4 9例では 5 4、7%ときわめ
 て良好であ つたが, X25i例では 3 0. 4%, X 125例では16%と順次 低率を示 した。 4.間
 質反応 :1 )癌先進部の間質結合織と間質細胞滲 出反応 :照射例 の組織学的変化のうち間質結合
 織沿よび間質細胞滲出反応の程度を, 間質結合織が認められないものB(一 ), 増殖が軽度B(→
 中等度B(升), 高度B (帯 ), 間質細胞滲出反応も滲出が認められないものZ←), 軽度Z(→,
 中等度Z(普 ), 高度Z(耕 )ζ分類すると照射群でB(“ ), B (冊 )例が全体の7 3.4噺
 を占めるのに対 し対照群では4 2.5%と両群間で差がみら れた。 Z(晋 ), Z (冊 )例も照射
 群では 全体の 6 1. 8% に対 し対 照群では 2 4. 2拓 と低 く, 照射群では間質 反応の増強 が認められ
 た。 2 )間質反応別 5年生存率 :いづれも間質反応高 度例は軽度例 よ抄予後 良好であった。 5.漿
 膜層の照射効果寿よび間質反応からみた5年生存率:漿膜層浸 潤例について照射効果参よび間質
 反応からその予後を検討 した。 1 )間質結 合織反応:Xiで しかも結合織増殖例は 予後 良好では
 なかった。 X 2では 5年生存率は B←)では2 8.5%. B(升 )3 0・7弱, B (冊)4 6.6拓 と結
 合織 増殖高度例ほど良好であ り, さらにX 3で しかもB(帯 )の5年 生存率は7 0、 8%と極めて
 良好であった。 2 )間 質細胞滲出反応:X l沿よびX 2では紳胞滲出反応が高度例になるほ ど予
 後は 比較的 良好であった。 また 照射効果著効(X3 )例 では5年生存率はZ(→では3 7.5%, Z
 (升 )4 7.3拓であったが, 細胞滲出反応高度例Z (帯)では 78. 5% どき わめて予後良好で
 あ つた。
 W 結 語 :胃癌の術前照射170例の遠隔成績について病理組織学的に検討した結果, 次の結果
 を得た。 1)術前照射により切除率が向上した。 2 )進 行胃癌に沿いては5年生存率 で約 1 5拓
 の向上が認められた。 3 )予後を左右させる因子のうちP, H, n因子との関係が認められなか
 つた。 4 )漿膜層に浸潤が及んだ症例では 照射群は対 照群と比較 して予後がとくに良好で あった。
 5)照射例 では漿膜面 よ匂 癌細胞が露出 する症例が対照群と比較 して少な く, その予後ぱ照射群
 が著 しく 良好であった。 6)漿膜面に浸潤のおよんだ症例のみを検索すると, 照射による癌細胞
 むよび癌胞巣の崩壊の ほかに高度の間質反応のあるものが予後良好 であった。 7)漿膜面に癌細




 胃癌の治療成績は, 早期胃癌の占める比率が高くなるに したがい次第に向上しつつある。 しか
 し進行胃癌に関 しては長年の外科医の努力に も拘 らずその成績は決 して満足すべ きもの ではな い。
 進行胃癌では肉眼的には治癒手術がなされて も顕微鏡的な癌細胞の腹膜播種, 血行性, リンパ行
 性転移などにより再発するか らである。 そこで 近年, 進行胃癌に対 して 手術 に放射線治療および
 癌化学療法な どの補助療法を併用 し治療成績の向上を図る努力がなされている。
 本研究では, 術前照射を行な つた胃癌 202 例の手術成績を非照射 501 例と対比さ せて検討
 してい る。 胃癌術前照射 2000 R に より 手術死亡は照射群と対照群ではほぼ同率であったが,
 切除率は約 14 %, 5年生存率 では 15% の向上 が認められ た。 これら手術成績を向上させた主
 な因子を臨 床病理 学的面と遠隔成績か ら詳細に検討 している。
 Stage 別にみた5年生存率ではいづれの Stage にむいても照射群が良好であ り, とくに
 St 一 豆, 皿では照射群が有意差をも って良好であった。 Stage を構成する各因子のうち P. H.
 n因子と予後の関係は認められなかった。 深達度別にみると m, sm, pm でも 5年生存率は照
 射群は良好であったが, とくにs因子で明瞭な差が認められた。 そこで漿膜面に 浸潤の及んだ症
 例のみを検索すると, 組織学的 照射効果が大 きいものほど5年生存率が良好であ り, さらに間質
 反応が高度のもの も予後は良好であった。 癌細胞が漿膜面に露出 しているか 否かが予後に重大な
 影響を及ぼす。 s2因子をさ らに露出型, 非露出型に分け照射群と対照群とを検索すると, 照射群
 では癌細胞が露出する症例が対照群と比較 して少な く, 5年 生存率も照射群 が著 しく 良好であっ
 た。
 以上の ことから漿膜面に癌細胞が露出 した症例で も照射により増殖 した結合織 に被包され非露
 出例にさせる ものと思われる。 これ らのことが照射群の予後を 良好にさ せ, 切除率 も向上させた
 要因 と考えている。
 従来, 胃癌の 術前 照射に関 しては遠隔成績か らみた研究はな い。 本研究では遠隔成績か らみる
 と胃癌では術前照射が有効であ り, とく に組織学的にみた癌細胞変性とともに間質反応の高度な
 ものほど有効であることを確認 している。
 以上の成績は胃癌の術前照射の意義を明確にしたものであ り, 胃癌治療上の重要 な指針を提示
 する 点において極めて価値のある業績である。
 よって本論文は学位を授一与する に値する もの と認める。
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